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〈
論
文
〉

フ
ラ
ン
ス
知
識
人
が
見
た
日
本
の
大
陸
・
植
民
地
政
策
（
二
）

─
満
州
事
変
か
ら
支
那
事
変
に
い
た
る

─
ワ
シ
ー
リ
ー
・
モ
ロ
ジ
ャ
コ
フ

要
旨　

本
論
文
は
、
満
州
事
変
以
後
、
日
本
の
大
陸
政
策
・
植
民
地
政
策
に
対
す
る
フ
ラ
ン
ス
知
識
人
の
見
解
を
調
査
・
分
析
す
る
も
の
で
あ
る
。
列

強
の
政
府
と
政
治
エ
リ
ー
ト
た
ち
が
、
満
州
で
の
日
本
の
行
為
を
「
侵
略
」
と
非
難
し
た
際
、
欧
米
の
世
論
と
メ
デ
ィ
ア
は
ほ
と
ん
ど
全
て
反
日
に

な
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
政
府
と
政
界
も
ま
た
日
本
の
政
策
を
非
難
し
た
が
、
知
識
人
の
見
解
は
分
か
れ
た
。
そ
の
一
部
は
日
本
の
行
動
を
弁
護
し
、
他

の
一
部
は
国
際
連
盟
と
中
国
の
反
日
政
策
を
支
持
し
た
。
本
論
文
で
は
、
こ
の
二
つ
の
派
閥
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
人
政
治
評
論
家
・
法

学
者
等
の
著
作
を
検
討
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
日
本
、
フ
ラ
ン
ス
、
満
州
国
、
大
陸
政
策
、
植
民
地
政
策

　

戦
前
日
本
の
大
陸
政
策
・
植
民
政
策
に
対
す
る
欧
米
の
調
査
・
分
析
は
、
主
に
政
府
、
官
僚
、
外
交
官
の
立
場
と
見
解
を
対
家
と
す
る

も
の
に
限
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
国
家
の
対
外
政
策
を
担
当
し
、
主
導
し
た
人
物
の
思
想
と
行
動
は
歴
史
的
に
最
も
重
要
で
あ
る
が
、
世

論
と
国
策
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
知
識
人
、
政
治
評
論
家
な
ど
の
日
本
観
も
見
過
ご
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

満
州
事
変
以
後
、
一
九
三
〇
年
代
の
日
本
の
東
亜
政
策
に
対
し
て
、
海
外
、
特
に
欧
米
の
評
価
は
基
本
的
に
否
定
的
で
あ
っ
た
。
国
際
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連
盟
の
主
要
国
の
一
つ
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も
、
政
府
の
立
場
は
比
較
的
反
日
だ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
知
識

人
の
一
部
、
政
治
評
論
家
と
法
学
者
の
評
価
は
、
親
日
的
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
日
本
の
大
陸
政
策
の
意
味
、
目
的
と
方
法
を
理
解
す
る

べ
き
だ
と
訴
え
た
。

日
本
の
人
口
過
剰
問
題
を
論
じ
る
ポ
ー
ル
・
フ
ォ
ー
ル
と
ジ
ャ
ッ
ク
・
バ
ン
ヴ
ィ
ル

　

明
治
時
代
の
後
期
か
ら
、
日
本
国
内
（
特
に
農
村
地
域
）
の
人
口
過
剰
問
題
は
、
移
民
の
必
要
性
を
証
明
す
る
論
拠
、
日
本
の
対
外
拡

張
の
た
め
の
有
力
な
論
拠
に
な
っ
た
。
一
八
七
〇
～
一
八
八
〇
年
代
の
中
南
米
（
ブ
ラ
ジ
ル
、
ペ
ル
ー
等
）
へ
の
移
住
は
問
題
を
一
時
的

に
軽
減
し
た
。
し
か
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ア
メ
リ
カ
（
特
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
）
の
反
移
民
政
策
が
明
ら
か
に
反
日
に
な
っ
た
後
、

人
口
過
剰
問
題
は
、
日
本
の
国
策
に
お
け
る
経
済
的
、
政
治
的
な
致
命
的
フ
ァ
ク
タ
ー
に
な
っ
た
。

　

一
九
〇
六
年
夏
に
台
湾
を
訪
問
し
た
フ
ラ
ン
ス
人
分
析
官
レ
ジ
ナ
ル
ド
・
カ
ン
（Réginald K

ann; 1876–1925

）
は
、「
野
蛮
人
」 

と
一
般
的
に
呼
ば
れ
た
原
住
民
が
現
地
の
中
国
人
に
対
し
て
も
日
本
人
に
対
し
て
も
抱
い
て
い
る
敵
意
と
、
そ
の
劣
悪
な
衛
生
状
態
の
た

め
に
、
日
本
国
内
か
ら
台
湾
へ
の
日
本
人
の
移
民
政
策
は
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
と
指
摘
し
、「
そ
の
失
敗
の
影
響
で
、〔
日
本
〕
行
政
は
台

湾
の
植
民
化
計
画
を
見
直
し
て
、
移
民
の
た
め
の
領
土
と
し
て
よ
り
は
、
む
し
ろ
開
発
の
た
め
の
領
土
と
見
な
し
た
」
と
、
説
明
し
て
い

る（
１
）。

　

日
本
の
短
期
的
及
び
長
期
的
植
民
政
策
、
大
陸
政
策
を
構
想
し
た
後
藤
新
平
は
、
人
口
過
剰
問
題
を
重
視
し
て
、
一
九
二
六
～
一
九
二

八
年
に
ソ
連
の
首
脳
と
交
渉
し
た
際
、
ソ
連
の
沿
海
州
へ
の
日
本
人
開
拓
者
の
移
住
の
可
能
性
を
討
議
し
た
。
後
藤
は
、
日
本
人
の
移
住

に
よ
る
ソ
連
の
中
心
か
ら
離
れ
て
辺
境
地
域
に
お
け
る
農
業
技
術
（
特
に
米
作
）
の
進
歩
が
も
た
ら
す
利
益
を
強
調
し
た
が
、
政
治
、
軍
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事
を
中
心
に
考
え
る
ソ
ビ
エ
ト
政
権
の
首
脳
は
、
日
本
の
侵
略
の
可
能
性
を
恐
れ
て
、
後
藤
の
提
案
を
拒
否
し
た（
２
）。

　

欧
州
で
は
、
日
本
の
人
口
過
剰
は
本
当
に
不
可
抗
力
的
な
問
題
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
論
議
が
あ
っ
た
。
政
治
家
、
政
治
評
論
家

の
一
部
は
そ
の
発
言
を
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
し
て
拒
否
し
た
が
、
反
対
の
意
見
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
一
九
二
九
年
三
月
二
日
、
フ
ラ
ン
ス

国
会
で
演
説
し
た
社
会
党
の
指
導
者
ポ
ー
ル
・
フ
ォ
ー
ル
（Paul Faure; 1878–1960

）
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
日
本
の
人
口
六
千
万
人
は
、
五
千
万
人
だ
け
が
や
っ
と
糊
口
を
し
の
ぐ
領
土
に
住
ん
で
い
る
。
全
て
の
専
門
家
は
そ
う
論
じ
る
。
過

去
に
生
ま
れ
た
人
数
が
死
亡
し
た
人
数
よ
り
百
万
人
多
か
っ
た
ら
、
そ
の
百
万
人
が
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
の
自
治
領
に
移
動
す
る
可
能

性
が
あ
る
。
現
在
、
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
の
自
治
領
の
国
境
は
〔
日
本
人
の
移
動
の
た
め
に
〕
門
戸
を
閉
し
て
し
ま
っ
た
。
日
本
で
は

〔
食
料
品
な
ど
の
〕
消
費
量
を
削
減
し
た
し
、
産
児
制
限
政
策
も
試
み
た
。
日
本
は
今
後
、
海
外
で
移
住
者
の
た
め
の
領
土
、
新
し
い
販
売

市
場
の
た
め
の
空
間
を
探
す
際
、
必
要
が
あ
れ
ば
戦
争
を
含
む
ど
ん
な
措
置
で
も
講
ず
る
可
能
性
が
あ
る（

３
）」。

　

当
時
の
日
本
で
国
内
の
人
口
過
剰
が
実
際
、
ど
こ
ま
で
不
可
抗
力
的
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
っ
た
の
か
を
本
論
文
で
は
論
じ
な
い
が
、
フ
ラ

ン
ス
を
含
め
て
西
洋
で
は
、
こ
の
問
題
が
対
外
拡
張
の
た
め
の
重
要
な
論
拠
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
筆
者
は
強
調
し
た
い
。
日

本
の
拡
張
を
批
判
し
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
人
政
治
家
ジ
ョ
ゼ
ー
フ
・
ポ
ー
ル
・
ボ
ン
ク
ー
ル
（Joseph Paul-Boncour; 1873–1972

）
は
、

満
州
事
変
勃
発
以
後
で
も
、「
日
本
が
正
当
な
要
求
を
満
た
す
た
め
に
経
済
的
拡
張
を
進
め
る
中
で
、
戦
争
の
勃
発
や
海
外
侵
略
、
殺
人
を

引
き
起
こ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
措
置
」
の
必
要
性
を
訴
え
た
。
そ
の
発
言
は
、
国
際
連
盟
で
日
本
に
対
す
る
経
済
的
制
裁
を
討
議
す
る
中

で
行
わ
れ
た
の
で
あ
る（

４
）。

　

フ
ラ
ン
ス
右
翼
政
界
の
主
要
な
政
治
評
論
家
ジ
ャ
ッ
ク
・
バ
ン
ヴ
ィ
ル
（Jacques Bainville; 1879–1936

）
は
、
極
東
・
東
北
ア
ジ

ア
の
状
態
を
検
討
し
た
際
、
人
口
過
剰
の
フ
ァ
ク
タ
ー
に
も
注
意
し
た
。
満
州
事
変
勃
発
か
ら
一
ヶ
月
、
一
九
三
一
年
十
月
十
六
日
に
、

バ
ン
ヴ
ィ
ル
は
以
下
の
通
り
発
言
し
た
。
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「
人
口
の
減
少
は
一
般
的
に
被
害
と
見
な
さ
れ
る
。
し
か
し
、
人
口
の
過
剰
も
被
害
に
な
る
場
合
が
あ
る
。
そ
れ
は
移
動
と
侵
略
を
引
き

起
こ
す
い
つ
も
の
原
因
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
日
本
は
現
在
の
人
口
増
加
が
続
い
た
ら
（
反
対
の
こ
と
を
推
測
す
る
理
由
が
な
い
）、
数
年

後
そ
の
人
口
は
一
億
人
に
い
た
る
。
そ
の
一
億
人
に
は
住
む
場
所
が
必
要
に
な
る
。
満
州
は
、
約
束
の
地
で
は
な
く
て
も
、
そ
の
人
口
過

剰
問
題
の
解
決
の
助
け
に
は
な
る
」。

　

満
州
へ
の
日
本
の
平
和
的
進
出
、
経
済
的
開
拓
政
策
の
有
益
な
結
果
と
し
て
、「
鉄
道
、
港
、
道
路
、
都
市
計
画
、
全
て
は
日
本
が
作
っ

た
も
の
で
あ
る
」
こ
と
を
想
起
さ
せ
た
後
、
バ
ン
ヴ
ィ
ル
は
、
日
本
は
そ
の
事
業
の
成
果
を
守
る
で
あ
ろ
う
と
予
言
し
た
。
列
強
と
国
際

連
盟
が
日
中
紛
争
へ
の
干
渉
を
試
み
る
こ
と
に
対
し
て
は
懐
疑
的
で
あ
っ
た
バ
ン
ヴ
ィ
ル
は
、
新
し
い
戦
争
の
防
止
の
重
要
性
を
強
調
し

た
が
、
そ
れ
と
共
に
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　
「
人
口
の
過
剰
を
均
等
に
す
る
こ
と
、
全
て
の
人
々
に
生
活
の
糧
を
出
す
こ
と
は
必
要
だ
が
、
国
際
連
盟
に
も
中
国
政
府
に
も
明
ら
か

に
そ
の
た
め
の
資
源
が
な
い（

５
）」。
つ
ま
り
、
日
本
か
ら
大
陸
（
満
州
）
へ
の
過
剰
人
口
の
移
動
は
、
地
域
の
政
治
的
緊
張
を
緩
和
す
る
し
、

経
済
的
に
有
益
に
な
る
、
と
こ
の
フ
ラ
ン
ス
人
分
析
家
は
結
論
し
た
の
で
あ
る（

６
）。

「
満
州
の
事
実
」
を
討
論
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

―

　
　
　
　
　
　
　

ア
ン
ド
レ
ー
エ
・
ヴ
ィ
オ
ッ
リ
と
モ
リ
ス
・
ラ
セ
ン

　

第
一
次
世
界
大
戦
以
後
一
九
二
〇
年
代
に
は
，
台
湾
視
察
が
著
名
外
国
人
の
日
本
訪
問
の
一
部
に
な
っ
た
。
台
湾
は
日
本
植
民
政
策
の

「
シ
ョ
ー
・
ウ
ィ
ン
ド
ー
」
と
一
般
的
に
呼
ば
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
一
九
三
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
、
満
州
国
が
同
じ
よ
う
に
訪

問
先
と
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
植
民
地
の
台
湾
と
違
っ
て
、
満
州
国
は
独
立
国
家
と
し
て
示
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
日
本
、
関
東
軍
の
所
謂
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「
傀
儡
国
家
」
だ
と
い
う
の
が
、
欧
州
の
見
解
で
あ
っ
た
。
日
本
側
が
外
国
人
に
満
州
国
の
見
学
を
許
し
た
の
は
、
大
陸
政
策
の
成
功
を
見

せ
る
た
め
で
あ
っ
た
が
、
満
州
国
を
訪
問
し
な
か
っ
た
外
国
人
ゲ
ス
ト
も
「
満
州
問
題
」
を
詳
細
に
検
討
・
討
論
し
て
い
た
。

　

一
九
三
二
年
春
、「
グ
ラ
ン
ド
・
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
の
女
王
」
と
呼
ば
れ
た
フ
ラ
ン
ス
人
ア
ン
ド
レ
・
ヴ
ィ
オ
ッ
リ
（A

ndree V
iollis; 

1870–1950

）
が
日
本
を
訪
問
し
た
。
左
翼
の
論
客
と
し
て
知
ら
れ
、
フ
ラ
ン
ス
社
会
党
に
近
か
っ
た
ヴ
ィ
オ
ッ
リ
は
、
ア
ジ
ア
（
の
ち
ア

フ
リ
カ
）
の
多
数
の
地
域
、
植
民
地
を
訪
問
し
た
際
、
植
民
体
制
、
植
民
政
策
の
批
判
者
で
あ
っ
た
。
そ
れ
と
共
に
ヴ
ィ
オ
ッ
リ
は
、
フ

ラ
ン
ス
で
公
平
な
観
察
者
と
の
評
判
を
得
て
い
た
。
そ
し
て
、「
ヴ
ィ
オ
ッ
リ
が
見
た
日
本
」
に
は
、
読
者
が
か
な
り
多
か
っ
た（

７
）。

　
「
ヴ
ィ
オ
ッ
リ
の
日
本
観
」
は
特
別
な
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
が
、
本
論
文
で
は
ヴ
ィ
オ
ッ
リ
が
評
し
た
満
州
国
、
日
本
の
大
陸
政
策
に

限
っ
て
論
じ
る
こ
と
と
す
る
。
一
九
三
二
年
の
ヴ
ィ
オ
ッ
リ
の
日
本
訪
問
の
成
果
を
綴
っ
た
単
行
本
『
日
本
と
そ
の
帝
国
』
は
、
そ
の
主

要
な
資
料
で
あ
る
。

　

同
書
の
第
三
章
「
満
州

―
日
本
軍
の
所
有（
８
）」
の
表
題
で
、
ヴ
ィ
オ
ッ
リ
は
フ
ラ
ン
ス
語
「fief

」
を
用
い
た
。
こ
の
歴
史
学
の
専
門

用
語
の
意
味
は
封
建
時
代
の
「
封
地
」
で
あ
る
。
著
者
が
言
い
た
か
っ
た
の
は
、
満
州
国
と
い
う
新
し
い
国
家
が
、
独
立
国
家
で
な
い
ば

か
り
か
、
関
東
軍
が
作
り
上
げ
た
表
面
だ
け
の
「
幻
の
国
家
」（
ヴ
ィ
オ
ッ
リ
の
表
現
）
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
ヴ
ィ
オ
ッ
リ
が
紹
介
し
た
日
本
人
の
意
見
は
、
そ
れ
と
明
ら
か
に
違
っ
た
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
国
際
連
盟
で
日
中
紛
争
の
審

理
が
行
わ
れ
て
い
る
最
中
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
彼
女
は
次
の
よ
う
に
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。「
最
も
貧
乏
な
農
民
か
ら
天
皇
陛
下
に
い
た

る
ま
で
」
日
本
人
は
み
な
「
こ
の
地
域
〔
満
州
〕
で
の
我
等
〔
日
本
〕
の
権
利
に
は
疑
問
の
余
地
が
な
い
。
誰
か
が
我
等
の
政
策
に
反
対

す
れ
ば
、
日
本
人
は
上
下
一
体
と
な
っ
て
行
動
を
起
こ
す
だ
ろ
う
」
と
い
う
の
が
、
著
者
と
会
談
し
た
日
本
人
数
人
の
返
事
で
あ
っ
た
。

芳
澤
謙
吉
外
務
大
臣
、
荒
木
貞
夫
陸
軍
大
臣
を
初
め
、
日
本
人
の
返
事
は
「
毎
日
驚
く
ほ
ど
同
じ
」
だ
っ
た
。

　

両
大
臣
は
「〔
西
洋
の
〕
新
聞
の
様
々
な
嘘
」
を
否
定
し
て
、
特
に
荒
木
陸
相
の
会
談
は
雄
弁
で
あ
っ
た
。
荒
木
は
高
い
ラ
ン
ク
の
軍
人
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（
当
時
中
将
）、
大
臣
だ
け
で
は
な
く
、
軍
閥
、
そ
し
て
世
論
に
人
気
の
あ
る
指
導
者
で
あ
り
、
日
本
の
将
来
の
独
裁
者
、「
明
日
の
将
軍
」

と
も
見
な
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
人
物
は
、
満
州
に
お
け
る
拡
張
の
将
来
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
が
将
来
た
ど
る
で
あ
ろ
う
道
を
言
い
当
て

る
、
と
ヴ
ィ
オ
ッ
リ
は
考
え
た
。
大
陸
政
策
は
も
と
よ
り
大
事
だ
が
、
日
本
が
「
フ
ァ
シ
ス
ト
国
家
」
に
な
る
か
ど
う
か
は
、
こ
の
左
翼

フ
ラ
ン
ス
人
分
析
家
に
と
っ
て
は
も
っ
と
大
事
な
問
題
で
あ
っ
た
。

　

日
本
と
国
際
連
盟
と
の
関
係
を
論
じ
て
荒
木
陸
相
は
、
ヴ
ィ
オ
ッ
リ
に
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。「
国
際
平
和
を
守
る
た
め
に
設
立
さ
れ

た
機
関
〔
国
際
連
盟
〕
か
ら
脱
退
す
る
の
は
重
大
な
こ
と
だ
が
、
我
等
〔
日
本
〕
は
そ
れ
を
ま
だ
決
定
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
私
は
一

つ
の
こ
と
を
強
調
し
た
い
。
満
州
及
び
上
海
に
実
質
的
な
利
益
を
持
た
ず
、
そ
の
状
態
を
理
解
で
き
な
い
小
さ
な
国
家
が
、
我
国
〔
日
本
〕

の
生
死
の
問
題
に
関
し
て
干
渉
す
る
試
み
を
、
我
等
〔
日
本
〕
は
我
慢
で
き
な
い
。
そ
れ
は
全
て
の
日
本
人
の
統
一
的
見
解
で
あ
る
」。

　

荒
木
陸
相
は
説
明
を
続
け
た
。「
満
州
の
た
め
、
日
本
は
三
十
五
年
間
に
二
回
戦
争
を
戦
っ
た
〔
日
清
戦
争
と
日
露
戦
争
〕。
我
等
か
ら

見
て
、
満
州
は
経
済
的
に
大
事
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
戦
略
的
に
も
大
事
で
あ
る
。
満
州
は
日
本
の
防
衛
体
制
の
一
部
で
あ
る
。
そ
こ

で
平
和
と
秩
序
を
守
ら
な
く
て
い
け
な
い
。
我
等
は
、
外
の
敵
ま
た
内
の
敵
と
戦
っ
て
、
そ
れ
〔
満
州
の
平
和
と
秩
序
〕
を
守
る
は
ず
で

あ
る
。
…
国
際
連
盟
も
モ
ス
ク
ワ
〔
ソ
連
〕
も
我
等
の
行
動
の
邪
魔
に
は
な
ら
な
い
。
我
等
は
道
か
ら
外
れ
る
こ
と
な
く
、
全
て
の
邪
魔

を
克
服
す
る
。
国
家
の
危
機
に
際
し
て
は
、
日
本
人
は
一
致
団
結
し
て
行
動
す
る
」
と
「
日
本
軍
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
」
の
指
導
者
と
し
て

一
般
的
に
見
ら
れ
て
い
た
荒
木
陸
相
は
こ
の
よ
う
に
力
説
し
て
会
談
を
終
え
た
。

　
「
我
等
〔
日
本
〕
が
フ
ァ
シ
ズ
ム
、
ま
た
は
軍
事
独
裁
政
権
へ
の
道
を
歩
む
こ
と
を
、
と
あ
な
た
〔
ヴ
ィ
オ
ッ
リ
〕
は
よ
く
知
っ
て
い

る
」
と
、
衆
議
院
議
員
の
一
人
は
こ
の
フ
ラ
ン
ス
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
語
っ
た
。「
我
等
は
近
く
世
界
平
和
を
保
障
す
る
国
々
と
の
条
約

を
破
棄
す
る
で
あ
ろ
う
」
と
、
そ
の
政
治
家
は
日
本
と
国
際
連
盟
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
た
。「
そ
れ
は
誰
の
責
任
か
？
…
国
際
連
盟

は
〔
満
州
〕
問
題
の
本
質
を
無
視
し
て
い
る
。
二
つ
の
列
強
、
ア
メ
リ
カ
と
ソ
連
は
そ
こ
〔
国
際
連
盟
〕
に
参
加
し
て
い
な
い
。
将
来
に
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希
望
が
な
く
、
現
状
を
守
り
た
い
古
い
国
々
に
と
っ
て
は
、
そ
の
仕
組
み
〔
国
際
連
盟
〕
は
望
ま
し
い
が
、
拡
張
に
よ
っ
て
切
実
な
利
益

を
得
ら
れ
る
若
い
国
〔
日
本
〕
に
と
っ
て
、
そ
の
仕
組
み
は
不
要
で
あ
り
、
邪
魔
で
あ
る
」
と
、
そ
の
衆
議
院
議
員
は
結
論
し
た
。

　

他
の
ほ
と
ん
ど
の
フ
ラ
ン
ス
人
分
析
家
と
異
な
り
、
ヴ
ィ
オ
ッ
リ
は
日
本
の
海
外
拡
張
よ
り
国
内
の
状
態
に
注
目
し
て
い
た
。
左
翼
世

論
の
代
表
者
と
し
て
、
ヴ
ィ
オ
ッ
リ
は
日
本
に
お
け
る
「
軍
フ
ァ
シ
ス
ト
の
ク
ー
デ
タ
ー
」
の
可
能
性
を
詳
細
に
検
討
し
た
。
著
者
の
見

解
に
よ
る
と
、「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
運
動
の
発
生
と
発
展
」
は
大
陸
に
お
け
る
拡
大
の
試
み
、
大
陸
政
策
と
直
接
に
関
係
が
あ
り
、
軍
閥

が
そ
の
海
外
侵
略
政
策
を
指
導
し
て
い
る
。
日
本
で
は
「
軍
部
が
望
む
…
軍
部
が
拒
否
す
る
…
軍
部
が
考
え
る
」
と
い
う
表
現
が
一
般
に

な
っ
た
、
と
ヴ
ィ
オ
ッ
リ
は
述
べ
た
。
そ
れ
と
共
に
、
ヴ
ィ
オ
ッ
リ
は
、
日
本
の
人
口
過
剰
問
題
の
存
在
及
び
移
民
の
必
要
性
を
認
め
て
、

「
満
州
は
そ
の
掛
け
替
え
の
な
い
前
途
だ
」
と
結
論
し
た（

９
）。

　

他
の
フ
ラ
ン
ス
人
分
析
家
も
日
本
国
内
の
状
態
及
び
政
権
を
観
察
し
て
い
た
が
、
日
本
植
民
政
策
が
う
ま
く
行
く
か
ど
う
か
、
そ
の
大

陸
政
策
の
「
南
方
」
へ
の
動
き
が
イ
ン
ド
シ
ナ
を
危
う
く
し
な
い
か
、
と
い
う
問
題
に
主
要
な
注
意
を
向
け
て
い
た
。
そ
の
一
人
は
、
一

九
三
三
年
八
～
九
月
に
日
本
、
朝
鮮
、
満
州
国
を
訪
問
し
た
モ
リ
ス
・
ラ
セ
ン
（M

aurice Lachin

）
で
あ
っ
た
。
ヴ
ィ
オ
ッ
リ
と
違
っ

て
ラ
セ
ン
は
あ
ま
り
有
名
に
な
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
の
著
作
『
日
本
１
９
３
４
年
』
は
フ
ラ
ン
ス
で
よ
く
読
ま
れ
て
、
ド
イ
ツ
語
に
も
訳

さ
れ
た
。

　

ラ
セ
ン
が
見
た
日
本
は
、
国
内
で
一
九
三
二
年
の
五
・
一
五
事
件
の
後
、
政
党
内
閣
体
制
が
挙
国
一
致
内
閣
体
制
に
代
わ
り
、
国
際
政

治
の
分
野
で
は
満
州
国
と
の
国
交
を
結
ん
で
国
際
連
盟
か
ら
脱
退
し
た
と
い
う
も
の
で
、
ヴ
ィ
オ
ッ
リ
の
見
た
日
本
と
は
や
や
違
っ
た
日

本
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
雰
囲
気
も
変
わ
っ
て
い
る
。
ラ
セ
ン
の
著
書
の
第
一
章
は
「
革
命
は
明
日
に
」
と
い
う
表
題
が
つ
け
ら
れ
て
い

て
、
荒
木
陸
相
が
そ
の
主
人
公
で
あ
っ
た
。

　

日
本
、
そ
し
て
朝
鮮
を
訪
問
し
た
ラ
セ
ン
は
満
州
国
に
来
た
。
ほ
と
ん
ど
全
て
の
外
国
人
ゲ
ス
ト
と
同
様
、
ラ
セ
ン
も
日
本
語
・
中
国
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語
を
解
せ
ず
、
日
本
側
が
見
せ
た
い
も
の
だ
け
を
見
て
、
日
本
側
に
説
明
さ
れ
た
こ
と
だ
け
を
調
べ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
を
前
提
と
し
て

も
、
目
ざ
と
い
フ
ラ
ン
ス
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
印
象
に
は
資
料
と
し
て
の
価
値
が
あ
る
。

　

最
初
の
印
象
が
最
も
大
事
だ
と
よ
く
言
わ
れ
る
。
ラ
セ
ン
の
著
書
の
第
十
五
章
『
満
州
の
事
実（

（1
（

』
は
三
つ
の
観
察
か
ら
始
ま
る
。

　

一
つ
目
は
、
満
州
国
の
役
所
・
国
務
院
に
中
国
人
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。「
我
ら
は
満
州
国
で
は
満
州
政
府
に
仕
え
、
中
国
で
は
南
京
政

府
に
仕
え
る
」
と
、
あ
る
中
国
人
職
員
は
こ
の
ゲ
ス
ト
に
説
明
し
た
。「
中
国
人
は
民
族
意
識
を
絶
対
に
持
っ
て
い
な
い
」
と
著
者
は
結
論

し
て
い
る
。

　

二
つ
目
は
、
国
内
の
安
全
は
日
本
軍
だ
け
が
保
障
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。「
日
本
人
兵
士
の
近
く
に
自
分
の
安
全
を
感
じ
て
、
新
国
家

〔
満
州
国
〕
の
兵
士
の
近
く
に
、〔
危
な
い
の
で
〕
早
く
家
に
帰
り
た
い
気
持
ち
が
あ
る
」
と
ラ
セ
ン
は
述
べ
て
い
る
。「
満
州
の
平
民
は

日
本
人
に
対
し
て
何
を
感
じ
る
の
か
」
と
、
も
う
一
人
の
事
務
員
に
聞
い
た
こ
の
フ
ラ
ン
ス
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
、「
び
っ
く
り
し
た
」

と
い
う
返
事
を
受
け
た
。「
ど
う
い
う
意
味
で
す
か
」
と
問
う
と
、
そ
の
事
務
員
は
「
満
州
の
中
国
人
が
最
も
び
っ
く
り
し
た
の
は
、
日
本

人
兵
士
が
物
を
買
う
時
に
ち
ゃ
ん
と
お
金
を
払
う
こ
と
で
す
。
中
国
で
は
、
数
百
年
の
間
、
兵
士
が
買
い
物
を
し
て
ち
ゃ
ん
と
支
払
う
こ

と
な
ど
な
か
っ
た
」。

　

三
つ
目
は
、
満
州
国
は
公
式
な
独
立
性
を
持
ち
、
中
国
と
の
間
に
は
公
式
な
国
境
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
国
人
は
満
州
国
に
自

由
に
行
っ
た
り
来
た
り
す
る
こ
と
で
あ
る
。
反
政
府
、
反
日
の
反
対
運
動
に
つ
い
て
調
べ
た
ラ
セ
ン
は
、
少
な
く
と
も
満
州
国
の
役
人
か

ら
い
つ
も
同
様
な
返
事
を
聞
い
た
。「
反
対
運
動
？
中
国
人
に
は
そ
ん
な
考
え
は
な
い
。
食
っ
て
、
飲
ん
で
、
稼
ぐ
だ
け
だ
。
政
権
の
敵
？

北
京
、
上
海
、
南
京
で
も
大
学
を
卒
業
し
た
若
い
中
国
人
の
多
く
は
新
国
家
〔
満
州
国
〕
の
事
務
員
、
公
務
員
に
な
り
た
い
の
で
、
こ
こ

で
仕
事
を
探
す
」。

　

大
都
市
以
外
で
は
強
盗
が
横
行
し
て
い
て
危
な
い
、
と
満
州
国
の
役
人
も
認
め
た
。
も
っ
と
も
深
刻
な
の
は
、
満
州
国
の
警
察
・
陸
軍
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の
部
隊
が
暴
動
を
起
し
て
武
器
と
弾
薬
を
持
っ
て
強
盗
団
に
合
流
す
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
こ
と
。
従
っ
て
、
現
地
の
強
盗
団
と
本
当

に
戦
え
る
の
は
日
本
軍
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
ラ
セ
ン
の
相
手
は
、
中
国
人
も
日
本
人
も
、
そ
の
強
盗
行
為
に
政
治
的
意
味
か
目
的
が

あ
る
の
で
は
な
い
と
い
う
見
方
を
絶
対
拒
否
し
た
。

　

満
州
国
と
日
本
の
関
係
は
実
際
ど
う
な
の
か
。
こ
の
フ
ラ
ン
ス
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
、
そ
の
問
題
を
で
き
る
か
ぎ
り
綿
密
に
調
査
し

て
、
そ
の
成
果
を
第
十
六
章
『
満
州
の
二
頭
政
権
』
と
第
十
七
章
『
小
磯
〔
國
昭
〕
中
将
が
満
州
の
独
立
性
へ
の
日
本
の
参
加
を
説
明
す

る
』
に
詳
述
し
た（

（1
（

。

　

満
州
国
と
日
本
の
公
式
な
立
場
は
、
満
州
国
は
独
立
国
家
と
し
て
設
立
さ
れ
、
日
本
は
そ
の
設
立
と
発
展
を
援
助
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
欧
州
の
列
強
及
び
国
際
連
盟
加
盟
国
の
政
府
、
政
治
エ
リ
ー
ト
、
メ
デ
ィ
ア
は
新
国
家
を
「
本
当
の
国
家
」
で
は
な
く
、
日
本
の

全
体
的
統
制
下
の
「
傀
儡
国
家
」
と
見
な
し
た
。

　

満
州
国
で
日
本
の
全
体
的
統
制
を
拒
否
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
国
家
の
存
在
は
例
外
で
は
な
い
。
本
論
文
の

筆
者
は
、
日
本
の
「
傀
儡
国
家
」
で
あ
る
満
州
国
と
当
時
同
じ
よ
う
に
ソ
連
の
「
傀
儡
国
家
」
で
あ
っ
た
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
（
現
在

モ
ン
ゴ
ル
）
の
一
九
三
〇
年
代
及
び
一
九
四
〇
年
代
前
半
と
の
比
較
研
究
が
学
問
的
に
有
益
だ
と
考
え
る
。
ラ
セ
ン
は
フ
ラ
ン
ス
人
読
者

に
よ
り
分
か
り
や
す
い
例
を
選
ん
だ
。
そ
れ
は
一
七
九
七
年
に
フ
ラ
ン
ス
の
「
傀
儡
国
家
」
と
し
て
設
立
さ
れ
た
チ
ザ
ル
ピ
ー
ナ
共
和
国

で
あ
っ
た
。「
理
論
的
に
共
和
国
は
独
立
し
て
い
た
が
、
事
実
上
は
フ
ラ
ン
ス
軍
の
援
助
が
そ
の
独
立
性
を
助
け
、
支
え
て
い
た
」
と
ラ

セ
ン
は
説
明
し
た
。
だ
が
筆
者
は
「
そ
の
比
較
は
完
璧
な
も
の
で
は
な
い
」
と
強
調
し
た
い
。
な
ぜ
な
ら
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
家
の
作
っ
た
国

家
」
と
異
な
り
、
満
州
国
の
最
高
首
脳
は
大
清
国
の
最
後
の
皇
帝
愛
新
覚
羅
溥
儀
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

ラ
セ
ン
は
満
州
国
の
政
治
体
制
を
「
二
頭
政
権
」
と
評
し
た
。
一
つ
目
の
「
頭
」
は
執
政
（
一
九
三
四
年
か
ら
皇
帝
）
愛
新
覚
羅
溥
儀

で
、
二
つ
目
の
「
頭
」
は
日
本
の
駐
満
大
使
兼
関
東
軍
司
令
官
兼
関
東
長
官
（
先
に
武
藤
信
義
大
将
、
後
に
菱
刈
隆
大
将
）
で
あ
る
。「
大
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使
よ
り
力
強
い
、
い
わ
ば
副
王
だ
！
」
と
著
者
は
述
べ
た
。

　

こ
の
フ
ラ
ン
ス
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
、「
道
徳
の
絶
対
的
な
権
威
で
あ
る
」
執
政
愛
新
覚
羅
溥
儀
と
の
短
い
会
見
を
許
さ
れ
た
。
執
政

は
、
言
葉
控
え
目
で
用
心
深
く
、
日
本
か
ら
の
ど
の
よ
う
な
弾
圧
も
拒
否
し
て
、
満
州
の
再
建
と
進
歩
を
は
か
る
こ
と
が
自
分
の
目
的
だ

と
述
べ
て
、
ソ
連
と
の
戦
争
の
可
能
性
に
関
す
る
噂
を
否
定
し
た
。

　
「
満
州
国
の
父
」
と
呼
ば
れ
た
関
東
軍
参
謀
長
小
磯
國
昭
中
将
は
、
執
政
と
違
っ
て
、
会
談
は
長
く
、
生
き
生
き
と
し
て
い
た
。
ラ
セ
ン

は
彼
を
親
切
な
相
手
だ
と
感
じ
た
。
軍
人
と
し
て
自
分
の
長
い
経
験
を
思
い
出
し
た
小
磯
は
、
満
州
に
お
け
る
日
本
の
統
制
の
必
要
性
を

理
解
し
た
の
は
辛
亥
革
命
直
後
だ
、
と
述
べ
た
。
一
九
三
一
年
九
月
十
八
日
に
「
柳
条
湖
事
件
が
勃
発
し
な
く
て
も
、
い
つ
か
は
別
の
理

由
の
た
め
に
同
じ
結
果
な
っ
た
だ
ろ
う
と
、
私
は
確
信
し
て
い
る
」
と
小
磯
は
発
言
し
た
。
つ
ま
り
、
満
州
で
日
本
が
統
制
す
る
新
国
家

が
設
立
す
る
の
は
必
然
的
な
成
り
行
き
だ
、
と
「
満
州
国
の
父
」
は
考
え
た
の
で
あ
る
。
ソ
連
と
の
関
係
、
戦
争
の
可
能
性
に
つ
い
て
小

磯
は
、「
満
州
国
が
平
和
と
安
全
保
障
の
フ
ァ
ク
タ
ー
に
な
る
は
ず
だ
」
と
答
え
て
い
る
。

　

満
州
国
に
来
る
前
に
ラ
セ
ン
は
朝
鮮
を
訪
問
し
て
い
た
。
そ
の
視
察
・
調
査
の
結
果
は
『
日
本
１
９
３
４
年
』
第
十
四
章
『
朝
鮮
に
お

け
る
日
本
の
植
民
化
』
に
述
べ
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。「
欧
州
か
ら
見
た
日
本
統
治
時
代
の
朝
鮮
」
と
い
う
テ
ー
マ
は
、
も
う
一
つ
の
大
事
な
研
究

課
題
で
あ
り
、
本
論
文
で
詳
細
な
分
析
を
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
ラ
セ
ン
の
基
本
的
な
結
論
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「
日
本
が
朝

鮮
で
奇
跡
を
成
し
遂
げ
た
と
い
う
こ
と
に
、
全
世
界
が
賛
同
し
て
い
る
が
、
そ
の
奇
跡
は
日
本
に
と
っ
て
特
に
高
く
つ
い
た
の
で
、
日
本

植
民
地
政
策
は
本
土
で
も
植
民
地
で
も
、
あ
け
す
け
に
激
し
く
批
判
さ
れ
た
」。

　

朝
鮮
に
お
け
る
日
本
植
民
政
策
の
長
所
と
短
所
を
検
討
し
た
ラ
セ
ン
は
、
そ
れ
が
裏
表
一
体
で
あ
る
点
に
注
意
を
向
け
た
。「
朝
鮮
の
日

本
植
民
化
が
、
日
本
で
も
新
し
い
〔
西
洋
的
〕
文
明
の
導
入
を
実
現
し
た
こ
と
は
、
不
思
議
で
あ
る
。
…
そ
こ
で
短
所
と
長
所
の
両
面
が

現
れ
た
。
植
民
地
の
原
住
民
は
、
そ
の
〔
近
代
化
の
〕
進
歩
を
認
め
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
だ
。
そ
の
た
め
に
植
民
地
の
開
発
経
費
は
高
く
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つ
き
、
朝
鮮
予
算
が
赤
字
に
な
る
の
で
、
本
土
の
予
算
か
ら
財
政
援
助
が
毎
年
必
要
と
な
っ
た
。
政
治
的
不
安
と
経
済
危
機
の
時
に
そ
の

必
要
は
特
に
重
い
負
担
に
な
る
」。

　

日
本
の
朝
鮮
政
策
に
対
す
る
ラ
セ
ン
の
評
価
に
は
、
か
れ
の
深
い
観
察
力
を
示
す
点
が
い
く
つ
か
認
め
ら
れ
る
。
彼
は
次
の
よ
う
に
分

析
し
て
い
る
。
日
本
人
は
、
朝
鮮
を
開
発
し
て
、
経
済
発
展
を
促
進
す
る
希
望
と
意
思
を
明
確
に
持
っ
て
い
る
が
、
朝
鮮
人
は
保
守
的
で

あ
り
同
じ
希
望
を
持
っ
て
い
な
い
の
で
、
日
本
の
政
策
に
は
反
対
し
な
く
て
も
協
力
は
し
な
い
。
一
般
的
に
朝
鮮
人
は
日
本
人
が
嫌
い
で
、

日
本
人
も
朝
鮮
人
を
嫌
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
朝
鮮
で
も
過
剰
人
口
を
移
動
さ
せ
る
政
策
は
成
功
し
な
か
っ
た
。

　

結
論
と
し
て
言
え
ば
、
左
翼
の
立
場
と
世
論
を
代
表
し
た
政
治
評
論
家
ヴ
ィ
オ
リ
は
自
分
の
目
で
満
州
国
の
国
内
状
態
を
見
な
か
っ
た

が
、
そ
の
植
民
体
制
、
植
民
政
策
を
原
則
と
し
て
非
難
し
た
。
右
翼
で
は
な
い
中
立
的
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
ラ
セ
ン
は
、
日
本
の
政
策
を

評
価
す
る
よ
り
、
た
だ
調
査
し
た
こ
と
を
報
告
し
た
。
そ
の
立
場
は
明
ら
か
に
反
日
で
は
な
く
、
親
日
と
も
言
え
な
い
。
ラ
セ
ン
の
著
書

は
、
ど
の
意
味
に
お
い
て
も
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
で
は
な
く
、
日
本
と
そ
の
政
策
の
光
と
影
を
か
な
り
公
平
に
見
せ
て
お
り
、
日
本
植
民
政
策
、

大
陸
政
策
に
対
し
て
反
日
評
論
家
が
描
い
た
真
黒
な
イ
メ
ー
ジ
と
は
基
本
的
に
違
っ
た
。

中
国
と
日
本
を
比
較
す
る
冒
険
者
ジ
ャ
ン
・
フ
ォ
ン
テ
ヌ
ア

　

日
本
植
民
政
策
、
大
陸
政
策
を
是
認
す
る
フ
ラ
ン
ス
人
の
う
ち
、
最
も
波
乱
の
多
い
生
涯
を
た
ど
っ
た
人
物
は
、
ジ
ャ
ン
・
フ
ォ
ン
テ

ヌ
ア
（Jean Fontenoy; 1899–1945

）
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の
評
伝
を
執
筆
し
た
歴
史
家
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ヴ
ィ
リ
ジ
エ
ー
は
フ
ォ

ン
テ
ヌ
ア
を
「
冒
険
者
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
作
家
」
と
呼
ん
だ（

（1
（

。
特
に
「
冒
険
者
」
は
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
。

　

一
九
二
〇
年
代
初
期
に
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
員
に
な
っ
た
フ
ォ
ン
テ
ヌ
ア
は
、
一
九
四
〇
年
代
初
期
か
ら
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
を
熱
心
に
支
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持
し
て
、
一
九
四
五
年
四
月
末
ベ
ル
リ
ン
で
自
殺
し
た
。
そ
の
二
十
年
間
に
フ
ォ
ン
テ
ヌ
ア
は
、
モ
ス
ク
ワ
で
ハ
ワ
ス
通
信
社
支
局
長
を

務
め
て
有
名
な
詩
人
・
作
家
の
友
人
と
な
り
、
上
海
で
フ
ラ
ン
ス
語
の
新
聞
を
編
集
・
出
版
し
て
蒋
介
石
と
会
談
し
、
南
京
政
権
の
顧
問

に
な
っ
た
。
一
九
三
〇
年
代
前
半
に
は
超
左
翼
か
ら
超
右
翼
に
転
向
し
て
ス
ペ
イ
ン
内
戦
で
フ
ラ
ン
コ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
側
を
支
持
し

て
、
ソ
連
対
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
冬
戦
争
（
一
九
四
〇
年
）
で
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
側
の
義
勇
兵
と
し
て
戦
っ
た
。
最
後
に
フ
ォ
ン
テ
ヌ
ア
は
、
ナ

チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
「
反
ボ
ル
シ
ェ
ビ
ズ
ム
闘
争
」
に
参
加
す
る
た
め
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
も
フ
ラ
ン
ス
人
義
勇
兵
と
し
て
も
ロ
シ

ア
、
の
ち
ド
イ
ツ
で
戦
っ
た
。
現
在
で
は
フ
ォ
ン
テ
ヌ
ア
を
知
る
人
は
少
な
い
が
、
フ
ラ
ン
ス
で
ト
ル
ス
ト
イ
の
小
説
『
ハ
ジ
・
ム
ラ
ー

ト
』
が
今
も
彼
の
有
名
な
翻
訳
で
再
出
版
さ
れ
て
い
る
。

　

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
の
大
家
と
し
て
知
ら
れ
た
フ
ォ
ン
テ
ヌ
ア
は
、
自
分
の
冒
険
の
経
験
と
印
象
に
基
づ
い
て
ノ
ン
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作

品
を
数
冊
執
筆
し
た
。
デ
ビ
ュ
ー
作
の
『
裏
切
者
の
学
校
』（
一
九
三
七
年
）
は
話
題
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
「
裏
切
者
」
の
著
者
と
共
産
主

義
運
動
の
関
係
を
主
題
と
す
る
著
書
で
、
日
本
と
中
国
に
関
す
る
話
は
少
な
い
が
、
フ
ォ
ン
テ
ヌ
ア
は
の
ち
に
、『
上
海
の
秘
密
』（
一
九

三
八
年
、
英
語
、
ド
イ
ツ
語
、
日
本
語
に
訳
さ
れ
た
）
と
『
旅
行
家
の
夢
』（
一
九
三
九
年
）
で
自
分
の
極
東
冒
険
を
語
っ
た
。

　

フ
ォ
ン
テ
ヌ
ア
は
、
日
中
戦
争
勃
発
以
後
、『
旅
行
家
の
夢
』
を
執
筆
し
た
が
、
そ
の
内
容
は
満
州
事
変
直
前
の
物
語
で
あ
る
。
当
時

著
者
は
上
海
の
フ
ラ
ン
ス
租
界
に
住
ん
で
フ
ラ
ン
ス
語
の
新
聞
『Le journal de Shanghai

』
を
編
集
し
て
い
た
の
で
、
西
洋
人
ば
か
り

で
な
く
中
国
人
の
官
僚
、
軍
人
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
多
数
と
友
人
に
な
っ
て
、
顔
が
広
か
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の
「
コ
ネ
」
の
た
め
、
こ

の
フ
ラ
ン
ス
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
、
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
問
題
と
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
可
能
性
を
持
っ
て
い

た
。
共
産
主
義
と
人
類
平
等
性
の
思
想
か
ら
決
別
し
た
フ
ォ
ン
テ
ヌ
ア
は
、
植
民
政
策
の
支
持
者
、
人
種
差
別
主
義
者
に
は
な
ら
な
か
っ

た
が
、
中
国
人
を
「
白
人
」
の
自
分
と
平
等
に
見
な
さ
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

フ
ォ
ン
テ
ヌ
ア
は
、
中
国
人
が
嫌
い
だ
っ
た
と
言
え
な
い
が
、
中
国
の
集
中
的
な
危
機
、
反
乱
の
状
態
を
十
分
に
理
解
し
て
い
た
。
中
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国
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
地
方
を
訪
問
し
た
こ
の
フ
ラ
ン
ス
人
は
、
官
僚
体
制
の
完
全
な
腐
敗
、
力
強
い
軍
閥
の
競
争
と
横
暴
、
激
し
い

三
合
会
の
犯
罪
行
動
（『
上
海
の
秘
密
』
の
主
要
な
テ
ー
マ
）、
中
国
共
産
党
の
強
化
を
、
自
分
の
目
で
見
て
い
た
。
共
産
党
と
コ
ミ
ン
テ

ル
ン
を
最
も
危
な
い
敵
と
見
な
し
た
フ
ォ
ン
テ
ヌ
ア
は
中
国
で
の
日
本
の
拡
大
、
侵
略
を
支
持
し
て
い
た
。
彼
の
見
解
に
よ
る
と
、
日
本

だ
け
が
未
統
一
の
中
国
で
秩
序
と
安
全
を
保
障
で
き
る
。「
日
本
の
出
兵
は
〔
中
国
で
〕
外
国
人
〔
欧
米
人
の
意
味
で
〕
の
威
信
を
強
め

て
」、
キ
リ
ス
ト
教
信
者
の
立
場
を
強
め
た
、
と
フ
ォ
ン
テ
ヌ
ア
は
述
べ
て
い
る（

（1
（

。

　

一
九
二
九
年
に
初
め
て
日
本
を
短
期
的
に
訪
問
し
た
フ
ォ
ン
テ
ヌ
ア
は
、
の
ち
さ
ら
に
四
、
五
回
来
日
し
た
。
日
本
と
日
本
人
に
対
す

る
感
心
の
度
合
い
は
、
特
に
中
国
と
中
国
人
と
の
比
較
に
お
い
て
、
最
初
の
印
象
が
毎
回
強
く
な
っ
て
い
っ
た
。『
旅
行
家
の
夢
』
の
第
八

章
『
比
類
の
な
い
日
本（

（1
（

』
で
フ
ォ
ン
テ
ヌ
ア
は
以
下
の
よ
う
に
結
論
し
た
。

　
「
エ
リ
ー
ト
か
ら
平
民
ま
で
そ
の
民
族
〔
日
本
人
〕
は
、
あ
ち
こ
ち
で
見
つ
け
た
有
益
な
も
の
を
習
得
す
る
才
能
に
他
の
民
族
よ
り
素

晴
ら
し
く
長
け
て
い
る
。
中
国
人
の
所
謂
『
モ
ダ
ン
化
』
と
は
全
く
違
う
。
金
を
稼
い
で
田
舎
か
ら
大
都
市
に
移
動
し
た
元
苦
力
は
、
三

つ
揃
い
の
服
と
自
動
車
を
買
っ
て
、
ウ
ィ
ス
キ
ー
を
飲
み
、
シ
ガ
ー
を
吸
い
始
め
る
。
日
本
人
は
そ
れ
と
は
違
い
、〔
西
洋
の
〕
仕
組
み
、

ア
メ
リ
カ
の
機
械
、〔
フ
ラ
ン
ス
の
〕
サ
ン
・
シ
ー
ル
〔
陸
軍
士
官
学
校
〕
の
教
育
方
法
を
急
速
に
習
得
す
る
。
上
海
中
華
街
の
よ
う
な

〔
西
洋
の
〕
猿
真
似
で
は
な
い
。
…

　

日
本
人
は
、
表
面
と
本
質
の
差
異
を
鋭
く
見
て
よ
く
理
解
す
る
。
日
本
人
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
実
績
を
真
似
る
の
で
は
な
く
（
こ
こ
に

ご
注
意
せ
よ
！
）、
そ
れ
を
自
分
の
も
の
に
し
て
い
る
。
日
本
人
は
、
自
分
の
民
族
の
特
徴
を
で
き
る
限
り
保
存
し
て
い
る
し
、
進
歩
と
一

緒
に
あ
る
い
は
進
歩
に
反
対
し
て
も
、
そ
の
文
明
が
全
体
と
し
て
日
本
的
本
質
を
守
っ
て
い
る
」。

　

フ
ォ
ン
テ
ヌ
ア
の
来
日
は
一
九
三
四
年
が
最
後
に
な
っ
た
。「
陸
軍
省
と
外
務
省
の
友
人
と
長
く
話
し
た
」
結
果
、
こ
の
フ
ラ
ン
ス
人

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
、
日
本
の
「
国
会
体
制
の
悪
臭
は
最
悪
に
至
っ
た
」
が
、「
直
観
の
鋭
い
農
民
系
兵
士
と
将
校
の
素
晴
ら
し
い
軍
隊
」



― 46 ―

フランス知識人が見た日本の大陸・植民地政策（二）

が
国
家
と
国
民
の
統
一
性
の
柱
で
あ
り
、
国
の
独
立
性
を
守
っ
て
い
る
、
と
述
べ
た
。「
日
本
と
フ
ァ
シ
ス
ト
国
家
〔
イ
タ
リ
ア
と
ナ
チ
・

ド
イ
ツ
〕
と
の
同
盟
は
自
然
な
こ
と
だ
」
と
、
フ
ォ
ン
テ
ヌ
ア
は
一
九
三
九
年
初
頭
に
結
論
し
て
い
る
。

日
本
の
大
陸
政
策
を
非
難
す
る
ジ
ャ
ン
・
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
法
学
博
士

　

満
州
事
変
勃
発
直
後
の
日
中
問
題
の
議
論
の
中
で
は
、
政
治
家
、
政
治
評
論
家
だ
け
で
な
く
、
法
学
専
門
家
の
見
解
も
大
事
で
あ
っ
た
。

満
州
に
お
け
る
日
本
の
拡
大
は
軍
事
的
、
政
治
的
紛
争
に
な
り
、
そ
れ
と
共
に
国
際
法
の
問
題
と
し
て
激
し
く
論
議
さ
れ
た
。
中
国
側
は
、

日
本
の
行
動
を
国
際
法
の
違
反
、
侵
略
と
見
な
し
た
。
日
本
側
は
、
国
際
法
に
も
と
づ
く
満
州
で
の
日
本
の
特
別
な
権
利
と
利
益
の
存
在

を
強
調
し
た
。
国
際
法
か
ら
見
て
ど
ち
ら
の
国
の
立
場
が
正
し
か
っ
た
の
か
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
統
一
見
解
が
な
か
っ
た
。

　

カ
ー
ネ
ギ
ー
財
団
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
セ
ン
タ
ー
国
際
関
係
・
教
育
部
は
パ
リ
で
、
両
国
の
立
場
を
紹
介
す
る
た
め
に
、
国
際
法
の
フ
ラ

ン
ス
人
専
門
家
二
人
に
講
演
を
依
頼
し
た
。
一
九
三
三
年
一
月
十
二
日
か
ら
同
年
二
月
二
十
三
日
ま
で
ジ
ャ
ン
・
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
（Jean 

Escarra; 1885 -1955

）
法
学
博
士
は
、
六
回
の
講
演
で
「
中
日
紛
争
」（
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
博
士
は
い
つ
も
「
中
日
」
と
言
っ
た
）
に
対
し

て
中
国
側
の
立
場
を
紹
介
、
説
明
し
た
。　

　
「
問
題
の
一
面
だ
け
を
取
り
上
げ
る
こ
と
は
し
な
い
立
場
に
従
っ
て（

（1
（

」
同
セ
ン
タ
ー
は
、
日
本
側
の
立
場
を
紹
介
、
説
明
す
る
た
め
に
、

ジ
ャ
ン
・
レ
イ
（Jean Ray; 1884–1943

）
法
学
博
士
に
同
じ
く
六
回
の
講
演
を
依
頼
し
た
。
同
年
三
月
九
日
か
ら
五
月
四
日
ま
で
行
わ

れ
た
レ
イ
博
士
の
講
演
の
内
容
は
、
本
論
文
の
第
一
部
に
詳
し
く
紹
介
し
た
。
今
回
は
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
博
士
の
講
演
を
具
体
的
に
検
討
し

よ
う
。

　

な
ぜ
こ
の
二
人
が
そ
の
作
業
の
た
め
に
選
ば
れ
た
の
か
。
フ
ラ
ン
ス
語
聴
衆
（
外
国
人
も
含
め
て
）
向
け
の
講
演
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
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講
演
者
が
最
も
適
当
で
あ
っ
た
。
レ
イ
博
士
も
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
博
士
も
フ
ラ
ン
ス
で
国
際
法
の
通
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。「
専
門
分
野
で

定
評
あ
る
権
威
と
認
め
ら
れ
た
両
氏
は
善
良
な
意
志
を
持
っ
て
自
分
の
立
場
を
穏
や
か
に
紹
介
し
た
と
、
大
勢
の
聴
衆
は
好
意
を
持
っ
て

判
断
し
た（

（1
（

」。

　

法
学
思
想
・
法
社
会
学
の
専
門
家
レ
イ
博
士
は
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
解
説
及
び
研
究
論
文
数
冊
を
執
筆
し
て
お
り
、
法
律
の
立
場
か
ら

為
さ
れ
た
国
際
連
盟
の
活
動
を
検
討
、
評
論
し
た
。
レ
イ
博
士
は
第
一
次
世
界
大
戦
中
か
ら
日
本
側
と
協
力
し
て
お
り
、
そ
の
著
書
『
フ

ラ
ン
ス
民
法
研
究
入
門
』（
一
九
一
七
年
執
筆
）
は
東
京
で
出
版
さ
れ
て
い
る
。
第
一
次
大
戦
終
結
直
後
、
レ
イ
博
士
は
駐
フ
ラ
ン
ス
日
本

大
使
館
の
法
律
顧
問
を
務
め
た
。

　

民
法
の
専
門
家
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
博
士
は
、
一
九
二
一
～
一
九
二
九
年
に
中
華
民
国
政
府
の
顧
問
を
務
め
て
、
一
九
二
九
年
の
中
国
（
蒋

介
石
政
権
期
）
民
法
の
主
な
編
纂
者
で
あ
っ
た
。
帰
国
し
た
後
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
博
士
は
、
パ
リ
大
学
法
学
部
教
授
に
な
り
、
一
九
二
一
年

に
設
立
さ
れ
た
中
国
高
等
研
究
所
で
研
究
活
動
を
続
け
て
、
中
国
の
法
律
に
関
す
る
研
究
著
作
数
冊
を
出
し
た（

（1
（

。
そ
の
論
文
で
著
者
は
、

い
つ
も
現
代
中
国
法
の
「
近
代
性
」
と
利
点
を
強
調
し
て
い
た
。
中
国
政
府
顧
問
を
長
年
務
め
て
い
る
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
博
士
は
、
そ
の
法

的
立
場
を
学
問
的
に
説
明
す
る
た
め
に
最
も
適
当
な
専
門
家
で
あ
っ
た
、
と
結
論
で
き
る
。

　

カ
ー
ネ
ギ
ー
財
団
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
セ
ン
タ
ー
は
二
人
の
講
演
記
録
を
一
緒
に
単
行
本
と
し
て
刊
行
し
た
。
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
博
士
の
講
演

集
の
表
題
は
『
中
日
紛
争
と
国
際
連
盟
』
で
、
レ
イ
博
士
の
講
演
集
の
表
題
は
『
満
州
に
お
け
る
日
本
の
立
場
、
作
業
と
政
策
』
で
あ
っ

た
。
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
博
士
は
、
講
演
を
六
回
行
っ
た
が
、
そ
の
記
録
を
五
章
に
書
き
直
し
た
。

　

序
文
で
著
者
は
、「
私
は
中
国
政
府
の
代
表
者
で
は
な
い
」
と
強
調
し
て
、
そ
の
基
礎
的
な
考
え
方
、
ま
た
自
分
の
信
念
を
以
下
の
よ
う

に
説
明
し
た
。

　
「
国
際
的
紛
争
の
解
決
は
、
二
つ
の
方
法
が
あ
る
。
一
つ
目
は
武
力
を
利
用
し
て
、
二
つ
目
は
法
律
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。
人
類
の
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歴
史
と
と
も
に
大
昔
か
ら
存
在
す
る
一
つ
目
の
方
法
は
政
治
的
方
法
で
あ
る
。
そ
の
方
法
は
、
道
徳
を
拒
否
し
、
法
律
で
懲
罰
す
る
手
段

を
利
用
し
て
い
る
。
…
そ
の
政
策
を
行
う
政
権
は
、
勝
利
で
あ
れ
ば
何
で
も
許
さ
れ
る
、
と
確
信
し
て
い
る
」。　

　

第
一
次
世
界
大
戦
以
後
設
立
さ
れ
た
国
際
連
盟
は
、
法
律
に
基
づ
い
て
世
界
秩
序
を
構
策
す
る
試
み
で
あ
る
。
日
本
も
国
際
連
盟
加
盟

国
と
し
て
法
的
約
束
を
認
め
た
が
、「
中
国
に
対
し
て
侵
略
し
、
そ
の
侵
略
の
厚
顔
、
暴
力
と
許
し
が
た
い
や
り
方
は
歴
史
上
に
比
類
が
な

い
。
そ
れ
は
事
実
だ
。
日
本
の
行
動
を
是
認
し
て
い
る
論
拠
は
全
て
政
治
的
で
あ
り
、
法
律
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
全
く
価
値
が
な
い
」。

　

エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
博
士
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
一
般
的
用
語
「politique

」（
政
治
〔
的
〕）
と
共
に
ド
イ
ツ
語
の
用
語
「Realpolitik

」
も
用
い

た
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、「
我
が
国
の
政
治
家
は
、『Realpolitik

』
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
を
特
に
不
道
徳
と
し
て
非
難
す
る
の
が
普
通
だ
」、

と
政
治
評
論
家
ア
ル
フ
レ
ー
ド
・
フ
ァ
ー
ブ
ル
・
ル
ー
ス
（A

lfred Fabre-Luce; 1899

～1983

）
は
指
摘
し
て
い
る（

（1
（

。「Realpolitik

」

に
は
、
ビ
ス
マ
ル
ク
風
の
武
力
的
政
策
の
意
味
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
政
策
を
行
う
日
本
は
「
悪
玉
」
だ
、
と
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
博
士
は
明

言
し
た
。

　

第
一
章
「
満
州
、
そ
の
中
国
と
の
関
係
」
で
著
者
は
、「
満
州
は
中
国
本
土
の
一
部
で
は
な
い
」
と
い
う
日
本
側
の
一
般
的
論
拠
を
否
定

し
て
論
じ
て
い
る
。
地
理
的
所
在
地
ば
か
り
で
な
く
、
歴
史
的
交
流
、
経
済
・
通
商
関
係
、
中
国
人
人
口
が
大
多
数
を
占
め
て
い
る
こ
と

な
ど
の
論
拠
を
挙
げ
て
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
博
士
は
、「
リ
ッ
ト
ン
報
告
書
」
と
同
じ
く
満
州
を
中
国
の
不
可
分
的
一
部
と
評
し
た
。

　

満
州
へ
の
日
本
人
移
民
の
可
能
性
を
論
じ
て
、
満
州
の
生
活
環
境
は
複
雑
で
、
現
地
の
中
国
人
農
民
の
生
活
水
準
は
日
本
に
比
べ
て
大

変
低
い
の
で
、
日
本
人
移
民
に
適
し
た
環
境
は
ほ
と
ん
ど
な
い
、
と
著
者
は
述
べ
た
。
以
上
は
「
リ
ッ
ト
ン
報
告
書
」
に
添
付
さ
れ
た
一

件
の
意
見
書
の
結
論
で
、
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
博
士
は
こ
れ
に
賛
同
し
た
。

　

第
二
章
「
一
八
九
五
年
以
後
満
州
の
国
際
状
況
」
は
、
日
清
戦
争
以
後
、
国
際
政
治
体
制
に
お
け
る
満
州
の
状
態
に
つ
い
て
の
検
討
で

あ
る
。
戦
争
、
紛
争
、
条
約
、
協
定
多
数
を
概
説
し
た
フ
ラ
ン
ス
人
法
学
者
は
、
日
本
は
他
の
列
強
の
競
争
を
見
て
冷
淡
な
観
察
者
に
は
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な
ら
な
い
、
と
結
論
し
た
。

　

第
三
章
「
満
州
に
お
け
る
日
本
の
立
場
と
権
利
」
に
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
博
士
は
、
南
満
州
鉄
道
（
満
鉄
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
満
州
に
お
け

る
日
本
の
権
利
と
利
益
を
詳
細
に
検
討
し
て
、
法
律
か
ら
見
て
そ
の
状
態
は
「
特
に
複
雑
で
あ
る
」
と
見
な
し
た
。
東
清
鉄
道
、
南
満
州

鉄
道
以
外
の
中
国
に
お
け
る
新
し
い
鉄
道
の
敷
設
と
英
米
資
本
の
投
下
は
、
日
中
摩
擦
の
恒
常
的
な
理
由
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
も
う
一
つ

の
問
題
は
、
一
九
一
一
年
の
辛
亥
革
命
以
降
中
国
が
統
一
的
な
国
家
で
な
く
な
っ
た
結
果
、
異
な
る
政
権
が
「
中
国
〔
中
央
〕
政
府
」
と

し
て
国
際
的
に
認
め
ら
れ
て
き
た
の
で
、
そ
れ
ら
の
政
権
と
締
結
さ
れ
た
条
約
と
協
約
が
有
効
で
あ
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

特
に
満
州
の
場
合
に
は
、
張
作
霖
政
権
が
北
京
政
府
か
ら
も
南
京
政
府
か
ら
も
事
実
上
独
立
し
て
い
た
の
で
、
日
本
の
権
利
と
利
益
の
歴

史
は
非
常
に
複
雑
に
な
っ
た
。
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
博
士
は
、
日
本
の
権
利
と
利
益
の
存
在
及
び
中
国
と
の
紛
争
の
存
在
を
否
定
し
な
か
っ
た

が
、
日
本
政
府
は
国
内
世
論
を
弾
圧
し
て
、
中
国
と
の
仲
裁
、
調
停
を
拒
否
し
て
一
方
的
な
腕
力
的
行
動
の
道
を
選
ん
だ
、
と
批
判
的
に

断
定
し
た
。

　

第
四
章
「
一
九
三
一
年
九
月
十
八
日
以
降
日
本
の
行
動
お
よ
び
そ
の
行
動
を
免
罪
に
す
る
論
拠
」
で
、
こ
の
フ
ラ
ン
ス
人
法
学
者
は
、

満
州
事
変
勃
発
以
前
の
出
来
事
（
中
村
大
尉
事
件
を
含
め
て
）
か
ら
第
一
次
上
海
事
変
に
至
る
日
本
の
発
言
と
行
動
を
詳
細
に
検
討
し
た
。

日
本
政
府
は
、
そ
の
対
策
と
措
置
を
説
明
す
る
た
め
に
、
中
国
側
（
張
学
良
政
権
を
含
め
て
）
が
以
前
の
条
約
・
協
定
等
で
確
定
し
た
日

本
の
権
利
に
違
反
し
て
い
る
、
と
発
言
し
て
い
る
が
、
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
博
士
の
調
査
・
分
析
に
よ
る
と
、
日
中
条
約
・
協
定
の
数
は
多
い

が
、
そ
の
書
類
の
間
に
様
々
な
矛
盾
が
あ
る
し
、
国
際
法
の
原
則
、
国
際
条
約
・
協
定
と
の
矛
盾
も
あ
る
。
日
本
側
は
、
自
国
に
有
益
で

都
合
の
良
い
条
約
・
協
定
の
み
が
有
効
だ
と
考
え
て
、
ほ
か
の
条
件
に
違
反
し
て
い
る
。「
法
的
に
正
確
な
条
約
に
も
と
づ
い
て
〔
日
本

は
〕
争
わ
れ
な
い
権
利
数
件
を
持
つ
。
し
か
し
、
他
の
〔
日
本
の
〕
権
利
多
数
は
、
条
約
・
協
定
の
不
公
平
な
解
釈
ま
た
は
曲
解
か
ら
、

あ
る
い
は
日
本
の
弾
圧
の
た
め
地
域
政
権
が
譲
歩
し
た
結
果
生
ま
れ
た
」
と
、
こ
の
フ
ラ
ン
ス
人
法
学
者
は
結
論
し
た
。
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後
に
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
博
士
は
日
本
側
の
他
の
論
調
に
も
反
対
し
て
い
る
。
満
州
に
住
ん
で
い
る
日
本
人
を
守
る
こ
と
は
日
本
の
合
法
的

権
利
だ
が
、
そ
の
た
め
に
「
都
市
の
空
中
爆
撃
と
保
護
の
な
い
平
民
の
殺
人
」
が
合
法
的
行
為
に
な
る
こ
と
は
な
い
と
。
こ
の
件
に
対
し

て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
世
論
は
一
般
的
に
日
本
の
対
応
を
非
難
し
て
い
る
。

　

次
の
議
論
は
、
中
国
の
国
家
統
一
性
を
中
心
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
の
立
場
で
は
、「
中
国
」
と
い
う
統
一
国
家
は
一
九
一
一
年
ご
ろ

か
ら
存
在
し
て
い
な
い
。
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
博
士
は
、
日
本
は
そ
の
明
白
な
事
実
を
否
定
せ
ず
、
日
中
条
約
・
協
定
多
数
の
有
効
性
を
強
調

し
て
、
中
国
を
法
的
に
平
等
な
、
完
全
な
権
利
を
持
つ
相
手
と
し
て
認
め
て
い
る
、
と
述
べ
た
。
中
央
政
権
が
弱
く
な
っ
た
の
で
、
満
州

で
の
日
本
の
拡
大
が
可
能
に
な
っ
た
。
ま
た
国
民
党
政
権
下
の
中
国
は
以
前
よ
り
明
ら
か
に
も
っ
と
統
一
的
に
な
る
、
と
こ
の
フ
ラ
ン
ス

人
法
学
者
は
論
じ
た
。

　

満
州
を
中
心
と
す
る
日
中
紛
争
を
分
析
し
て
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
博
士
は
、
そ
れ
を
「
政
治
」
と
「
法
律
」
の
紛
争
と
見
な
し
、
原
則
的
に

「
政
治
」
よ
り
「
法
律
」
を
優
先
し
て
論
じ
た
。
満
州
の
資
源
が
日
本
の
経
済
的
発
展
の
た
め
に
必
要
だ
、
と
い
う
論
拠
は
法
律
的
で
は
な

く
、
単
に
政
治
的
で
あ
る
。
満
州
が
日
本
の
国
防
の
た
め
に
戦
略
的
に
必
要
だ
、
と
い
う
論
拠
も
法
律
と
関
係
の
な
い
政
治
的
の
み
の
主

張
で
あ
る
。
日
本
側
の
論
拠
を
検
討
し
た
結
果
、
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
博
士
は
、
中
国
で
の
日
本
製
品
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
の
件
だ
け
を
法
律
的
に

容
認
し
得
る
論
拠
と
認
め
た
が
、
そ
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
は
日
本
の
出
兵
、
武
力
戦
略
に
対
す
る
抵
抗
で
あ
っ
た
、
と
論
じ
た
。

　

第
五
章
「
国
際
法
か
ら
見
た
日
本
の
行
為
」
は
結
論
部
分
で
あ
る
。「
国
際
法
」
の
意
味
は
広
範
に
及
ぶ
の
で
、
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
博
士

は
、
こ
こ
で
は
国
際
連
盟
の
規
約
と
決
議
、
一
九
二
二
年
の
九
ヵ
国
条
約
と
「
リ
ッ
ト
ン
報
告
書
」
に
限
っ
て
論
じ
た
。
日
本
が
署
名
し

た
国
際
連
盟
規
約
も
九
ヵ
国
条
約
も
有
効
で
あ
っ
た
が
、
日
本
政
府
は
国
際
連
盟
の
満
州
事
変
関
係
決
議
と
「
リ
ッ
ト
ン
報
告
書
」
に
対

し
て
異
論
を
唱
え
た
。
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
博
士
が
論
じ
る
国
際
法
は
「
国
際
連
盟
に
よ
る
法
律
」
で
あ
り
、
彼
に
よ
れ
ば
国
際
連
盟
の
決
議

へ
の
違
反
は
自
動
的
に
国
際
法
の
違
反
に
な
る
。
こ
の
立
場
は
、
論
理
的
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
に
同
意
し
な
い
こ
と
も
ま
た
可
能
で
あ
っ
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た
、
と
結
論
で
き
る
。

　

一
九
三
七
年
に
支
那
事
変
勃
発
直
後
、
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
博
士
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
中
国
に
対
す
る
日
本
政
策
と
現
在
紛
争
の
法
的
側
面

に
つ
い
て
の
意
見
書（

（2
（

』
を
刊
行
し
た
。
満
州
事
変
以
降
の
経
験
に
基
づ
い
て
著
者
は
、「
中
国
に
対
す
る
日
本
の
政
策
は
、
嘘
の
プ
ロ
パ
ガ

ン
ダ
に
偽
装
さ
れ
た
侵
略
と
暴
力
の
幅
広
い
工
作
だ
け
で
あ
る
。
…
少
な
く
と
も
日
本
が
法
的
約
束
を
守
れ
な
い
の
は
は
っ
き
り
し
て
い

る
」
と
、
発
言
し
た
。

　

明
治
初
期
か
ら
支
那
事
変
勃
発
ま
で
の
日
清
・
日
中
関
係
の
歴
史
と
変
革
を
概
論
し
て
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
博
士
は
以
下
の
よ
う
に
結
論
し

た
。

　
「
日
本
の
勢
力
の
全
滅
を
望
む
者
は
誰
も
い
な
い
。
…
友
好
的
な
日
中
協
力
の
世
界
的
な
利
益
を
疑
う
者
は
誰
も
い
な
い
。
…
し
か
し
、

こ
の
二
十
五
年
間
、
日
本
の
首
脳
は
、
無
統
制
な
軍
部
の
な
ぶ
り
も
の
に
な
り
、
日
本
の
国
益
に
適
さ
な
い
政
策
を
行
っ
て
い
る
。
…
現

在
、
日
本
は
歴
史
上
世
界
平
和
に
対
す
る
最
高
レ
ベ
ル
の
危
険
の
一
つ
に
な
っ
た
。
…
フ
ラ
ン
ス
と
イ
ギ
リ
ス
は
、
中
国
に
お
い
て
日
本

の
侵
略
に
反
撃
せ
ず
、
中
国
に
〔
反
日
〕
抵
抗
の
た
め
に
必
要
な
手
段
を
供
与
し
な
か
っ
た
の
で
、
将
来
、
日
本
の
勝
利
か
ら
発
生
す
る

で
あ
ろ
う
国
際
紛
争
に
お
い
て
自
分
の
子
供
を
犠
牲
に
す
る
可
能
性
が
あ
る
」。

　

フ
ラ
ン
ス
世
論
の
一
部
が
日
本
を
「
防
共
」
の
勢
力
と
見
な
し
た
の
で
、
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
博
士
は
反
駁
し
た
。「
日
本
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ

が
広
め
る
俗
悪
な
見
解
に
よ
る
と
、
日
本
だ
け
が
中
国
を
共
産
主
義
の
影
響
か
ら
防
衛
で
き
る
の
で
、
日
本
は
世
界
の
秩
序
と
平
和
の
た

め
の
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
事
実
を
詳
し
く
知
っ
て
い
る
者
は
誰
で
も
、
中
国
に
お
け
る
共
産
主
義
の
勝
利
の
可
能
性

は
空
想
的
で
あ
る
と
知
っ
て
い
る
」。
中
国
で
日
本
が
ど
の
ぐ
ら
い
「
秩
序
と
平
和
の
フ
ァ
ク
タ
ー
」
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
議
論
の
余

地
が
あ
る
が
、
そ
の
後
の
歴
史
を
見
る
と
、
共
産
主
義
の
勝
利
の
可
能
性
に
対
し
て
、
こ
の
フ
ラ
ン
ス
人
法
学
者
の
予
側
は
明
ら
か
に
間

違
っ
て
い
た
。
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国
際
連
盟
の
無
力
を
批
判
し
た
政
治
家

―

　
　
　
　
　

ジ
ョ
ー
ジ
・
ボ
ン
ネ
ー
と
ピ
エ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ダ
ン

　

第
一
次
世
界
大
戦
後
の
世
界
秩
序
の
基
礎
と
見
ら
れ
た
国
際
連
盟
が
満
州
事
変
か
ら
発
生
し
た
紛
争
を
解
決
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
そ

の
機
関
が
無
力
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
と
フ
ラ
ン
ス
政
界
で
は
よ
く
批
判
さ
れ
た
。「〔
国
際
連
盟
は
〕
完
敗
で
あ
っ
た
。
中
国
は
ほ
と
ん

ど
援
助
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
日
本
は
、
不
平
不
満
を
申
し
立
て
て
国
際
連
盟
か
ら
脱
退
し
た
」
と
、
こ
の
機
関
の
支
柱
の
一
人
と
呼

ば
れ
た
ポ
ー
ル
・
ボ
ン
ク
ー
ル
は
認
め
た（

（2
（

。

　

満
州
事
変
の
時
に
公
共
事
業
大
臣
、
後
に
財
務
大
臣
を
勤
め
た
ジ
ョ
ー
ジ
・
ボ
ン
ネ
ー
（Georges Bonnet; 1889–1973

）
は
、
三
十

年
後
、
以
下
の
よ
う
に
結
論
し
た
。

　
「
国
際
連
盟
は
、
多
数
の
期
待
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
極
東
の
問
題
に
対
し
て
義
務
を
怠
っ
て
、
完
全
な
無
力
を
呈
し
た
。
…
日
本
は
、
英

米
が
経
済
危
機
に
没
頭
し
て
介
入
し
な
い
で
あ
ろ
う
と
正
確
に
予
測
し
て
い
た
の
で
、
中
国
に
対
し
て
明
白
な
侵
略
行
為
を
行
っ
た
。
…

そ
れ
は
国
際
連
盟
の
決
定
的
な
強
度
テ
ス
ト
に
な
っ
た
。
日
本
は
侵
略
者
と
し
て
認
め
ら
れ
る
の
か
。
中
国
は
援
助
を
受
け
ら
れ
る
の
か
。

明
白
な
事
実
の
前
に
日
本
の
立
場
を
守
る
の
は
不
可
能
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
国
際
連
盟
の
尊
厳
と
将
来
が
そ
の
ゲ
ー
ム
の
掛
金
に
な
っ

た
。
…
し
か
し
、
日
本
が
侵
略
者
と
し
て
公
式
に
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
中
国
は
援
助
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
…
想
像
で
き
な
い

弱
気
と
偽
善
性
だ（

（2
（

」。

  

当
時
別
の
内
閣
の
財
務
大
臣
を
勤
め
た
ピ
エ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ダ
ン
（Pierre-Étienne Flandin; 1889–1958

）
も
、
戦
間
期
の
フ
ラ
ン

ス
外
交
・
国
際
関
係
の
結
果
を
総
括
し
て
、
満
州
事
変
と
日
本
の
大
陸
政
策
に
対
す
る
国
際
連
盟
の
立
場
と
行
為
を
批
判
し
た
。
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「
日
本
が
満
州
国
の
設
立
で
満
州
の
占
領
を
覆
い
隠
し
た
後
、
そ
の
所
期
の
目
的
は
満
た
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
逆
に
、
そ
れ
〔
満

州
の
占
領
〕
は
、
事
実
と
し
て
日
本
帝
国
主
義
の
支
配
へ
の
最
初
の
一
歩
で
あ
っ
た
。
そ
の
〔
支
配
の
〕
目
的
は
、
中
国
各
地
を
統
治
し

て
、
の
ち
に
蘭
印
、
イ
ン
ド
シ
ナ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ン
ド
に
ま
で
及
ぶ（

（2
（

」。

　

フ
ラ
ン
ダ
ン
の
見
解
に
よ
る
と
、
満
州
事
変
以
降
、
日
本
は
、
満
州
国
の
設
立
に
止
ま
る
こ
と
な
く
、
一
九
三
五
年
に
山
西
省
な
ど
五

つ
の
省
を
侵
略
、
占
領
し
て
、
一
九
三
九
年
に
こ
の
地
域
に
日
本
軍
の
統
制
下
、
蒙
古
聯
合
自
治
政
府
を
設
立
し
た
。
一
九
三
四
年
に
日

本
は
ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
条
約
か
ら
の
脱
退
を
決
意
し
て
、
一
九
三
六
年
に
第
二
次
ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
会
議
を
脱
退
し
た
。
一
九
三
六

年
十
一
月
二
十
五
日
に
日
本
は
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
と
防
共
協
定
を
締
結
し
た
。
そ
の
「
三
つ
の
予
報
」（
フ
ラ
ン
ダ
ン
の
表
現
）
は
、「
一

九
三
一
～
一
九
三
三
年
の
出
来
事
の
後
、
国
際
連
盟
も
ア
メ
リ
カ
も
日
本
の
侵
略
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ダ
ン
の
支
那
事
変
と
そ
の
結
果
に
対
す
る
分
析
は
将
来
の
研
究
課
題
に
な
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
知
識
人
、
政
治
家
、
政
治
評
論
家
は
、
満
州
事
変
か
ら
支
那
事
変
ま
で
の
日
本
の
大
陸
・
植
民
政
策
を
検
討
、
評
価
す
る

際
、
親
日
派
と
親
中
派
に
分
か
れ
た
。
親
日
派
は
、
必
ず
反
中
で
あ
っ
た
と
は
言
え
ず
、
フ
ラ
ン
ス
の
国
益
か
ら
見
れ
ば
、
満
州
な
ど
の

共
産
主
義
（
ソ
連
と
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
）
勢
力
に
比
べ
れ
ば
日
本
勢
力
の
拡
大
は
危
な
く
な
い
、
と
考
え
て
い
た
。
親
中
派
は
、
反
日
に
な

り
、
国
際
連
盟
と
世
界
秩
序
を
考
え
て
い
た
。
立
場
の
差
異
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
親
日
派
も
親
中
派
も
、
日
本
を
列
強
の
一
つ
と
見
な
し

た
が
、
中
国
を
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
日
本
と
は
比
較
で
き
な
い
国
際
的
地
位
の
国
、
国
際
政
治
の
主
体
で
は
な
く
、
客
体
と
見
な
し

た
点
は
共
通
す
る
。

　

支
那
事
変
の
勃
発
、
日
中
戦
争
初
期
の
情
勢
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
の
親
日
派
と
親
中
派
の
対
立
を
激
化
さ
せ
た
。
新
し
い
世
界
大
戦
は
極

東
か
ら
始
ま
る
の
か
。
筆
者
は
そ
の
予
言
と
議
論
の
成
果
を
研
究
し
つ
づ
け
る
所
存
で
あ
る
。
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